
プロティノスの
「ヌースとイデアと有について」V-9-(8)

1
すべての人間が、
生まれた当初から
感覚をーーヌース
（知性）よりも先にー
ー用い、かくして彼
らは必然的に、まず
最初に感覚対象に
当面する

さて一方、或る
人たちはそこで
とどまってしま
し、これらを最
初で最後のもの
と信じて一生を
送る

5�そして、これらにかか
わる苦痛と快楽を、一
方は悪で他方は善だと
考えて、片方を追い求
め、片方を忌避すること
において終始一貫する
ならば、それで十分だ
と彼らは信じる

6�そして、彼らのうちでも理性をも
っていると自負する者たち（エピク
ロス派など）は、まさにこれこそ知
恵なのだと規定したのだが、その
ありさまはまるで、地上のものをた
っぷり食べて身が重くなり、自然か
ら翼を与えられているのに、高みへ
は飛べなくなった鈍重な鳥たちの
ようである

12�他方また、別の人たち
（ストア派など）は、魂のより
よい部分が彼らを駆り立
て、快楽を見捨てて、もっと
美しいものへと向かうよう促
すので下方から少し飛び上
がったのだが、上方のもの
を見るだけの力を欠いてお
り、

立ちどまる場所
を他の何も有し
ないので徳とい
う名目をつかん
で墜落して、行
為へ、つまり下
方のもの

ーー彼らが
最初にそこ
から飛び上
がろうと試
みたところ
のものーー

のうちでの
選択へと向
かったので
ある

18�三番めは神的な人びとの種族
（プラトニストなど）で、もっと強い力
と目の鋭さをそなえていて、上方の
輝きをいわば視力の鋭さによって
見てとり、そこへ、いわば雲と地上
の霞を超えて飛翔して、ここのすべ
てを見くだしつつ、そこにとどまり、
真正の、自己本来の居場所を楽し
むのである

20�そのありさま
はまるで、放浪
を重ねた後に、
よく治まってい
る故国に帰り着
いた人のようで
ある

2
ではそれは、ど
のような場所な
のか。また、人
がそこへ行き着
くにはどうすれ
ばよいのか

2�行き着くこと
ができるのは、
生来色好みの
人（美の愛好
者）で、性向が
元来真に愛知
的で、美しいも
のを求めて

ーー色好み
なのだから
ーー

陣痛を感じるのだが、
しかし肉体の内に見ら
れる美には安んじること
ができずに、そこから逃
げ出して、魂の諸々の
美、つまり徳と知識と営
みと法律・風習へ昇り、
さらに魂の内のこれらの
美のその原因へ上昇
し、

そしてこれ
の先にまだ
何かあるな
らば、それ
へと、このよ
うにして最
後に第一位
の美へ

ーーこれは
それ自体で
美しいもの
であるーー

行き着く
まで、昇
って行く
人であ
る

9�そこへ到
れば陣痛は
止むだろう
が、それま
では止むま
い

11�しかし、
どうやって彼
は昇るのだ
ろうか

11�また、そ
れだけの力
がどこから
彼に（あたえ
られるのか）

12�また、こ
のエロース
（恋心）を教
え導くのは、
どのようなロ
ゴス（理論）
だろうか

13�それ
は次の
理論で
ある

13�諸々の
肉体の上に
見られるこ
の美しさは、
肉体にもた
らされたも
のである

14�なぜな
ら、それは
肉体の姿形
であって、
素材に宿る
という仕方
で肉体に宿
っているの
だから

15�とに
かく、こ
の基体
は変化
して、美
しいもの
から醜
いものと
なる

15�したがっ
て肉体は、
あずかるこ
とによって
美しいので
ある、とこの
理論は告げ
る

16�で
は、肉体
を美しく
するもの
は何か

17�それは、
ある意味で
は美の臨在
であるが、
別の意味で
は魂である

17�魂が（肉
体を）形作
り、ある一定
の形態を
（肉体の）内
へ送ったの
である

18�すると、
どうなのだ。
魂がそれ自
身によって
美しいのか

19�いや、そうで
はない。もしそう
であれば、ある
魂が分別をもっ
ていて美しく、
ある魂は分別が
なくて醜い、と
いう事実はない
はずだろうから

20�したがっ
て、美は分
別によって
魂に宿るの
である

21�で
は、分別
を魂に
与える
のは何
者か

22�それは
必然的にヌ
ース（英知）
である

22�ただし
それは、あ
る時には英
知であり、あ
る時には英
知を欠くも
のであるの
ではない

23�少な
くとも真
実の英
知は

23�したがっ
て、このもの
こそが、そ
れ自身によ
って美しい
のである

24�さてそ
れでは、ここ
で、これを
第一のもの
として立ち
どまらねば
ならないの
だろうか

24�それと
も、英知の
かなたへさ
らに進まね
ばならない
のだろうか

25�後の
ばあいに
は、英知
は

ーーわれわ
れからする
とーー

第一の始原の
前に、いわば善
の玄関先に位
置していて、い
わばかのものの
似姿として、一
切のものを自己
の内で告示して
いるわけである

27�ただし、か
のものは一の内
に完全にとどま
っているのだ
が、英知はむし
ろ多の内に存在
するのである

3
さてそこで、この理論
が、これこそ本当の意
味で有るもので真正の
実有だと宣言するとこ
ろの、このヌース（英
知）という本性を、われ
われは考察しなげれば
ならないのだが、

しかしその前に、わ
れわれは別の道を
歩んで、何かこのよ
うな本性が存在す
るにちがいないとい
うことを確固たるも
のとしておかねばな
らない

4�なるほど、英知が
有るものの一つで
あるか否かを探求
するのは、あるいは
滑稽でもあろうが、
しかしもしかしたら
或る人びとは、これ
についても異論を唱
えるかも知れない
のである

6�まして、英知がわ
れわれの言うような
性質のものである
のかどうか、またそ
れは分離独立して
いる或るものである
のかどうか、

そしてこの英知が
諸有であり、諸々の
形相という本性はそ
こにおいて存在する
のかどうか、という
ような点について
は、もっと（異論が
多い）であろう

7�だから、こ
の問題につ
いて論じる
ことが、まさ
に今、課題
なのである

9�さて、われわ
れが見ているよ
うに、有ると言
われるものはす
べて複合的なも
のであり、それ
らのどれ一つと
して

ーー技術が
作り出すも
のも、自然
によって成
立したもの
も、そのそ
れぞれがー
ー

単一的
でないも
のであ
る

12�なぜなら、技術品は青銅や
木や石をもっているが、これら
のみによってはまだ完成に達せ
ず、それぞれの技術が、それ
自身のもとから形相を（素材
の）内へ差し入れることによっ
て、銅像なり、寝台なり、家なり
を作り上げる時に初めて完成す
るのだから

15�さらにまた、自然によっ
て成立したものも、それら
のうちで多複合物とか結合
体とかとよばれるものは、
君はそれを、結合された諸
要素と、それら結合された
諸要素全体の上に置かれ
た形相とに分析することが
できるだろう

18�たとえ
ば人間を魂
と肉体とに、
そして肉体
を四つのも
の（元素）に

18�そして、
これらのそ
れぞれがま
た、素材と
形づくるも
のとから成り
立っている
のを見出し
て

ーーというの
も、諸元素
の素材は、
それ自体と
しては無形
質であるの
だからーー

この形相は
どこから素
材へやって
来たのか
を、君は探
求するだろ
う

22�しかしまた、魂
についても、それが
すでに単一なもの
に属するのか、それ
とも魂の内の或る
部分は素材の地位
にあり、他の部分は
形相であるのかを、
君は探求するだろう

23�つまり、後者は
魂の内の英知で、こ
れは青銅に与えら
れた形態のようなも
のであるが、これと
は別の英知があっ
て、これは青銅の内
に形態を作り出した
人（彫刻家）に相当
するわけである

25�そして、もしだ
れかがこの同じこと
をこの世界全体にも
応用するならば、そ
こにおいてもやは
り、彼は、歩み昇っ
て英知に行き着くこ
とになるだろう

26�そして、英
知を真の意味
での作り主で制
作者であると規
定するだろう

28�つまり、基体（素材）
が諸々の形態を受け取
って、ある部分は火に、
ある部分は水に、他の
部分は空気あるいは土
になったのだが、これら
の形態は他者からやっ
て来るのだ、と彼は言う
ことだろう

30�そして、
この他者と
は魂である

30�また魂
はさらに、こ
れら四つの
ものの上に
宇宙の形態
を付与する

31�だが、
魂にこれら
の諸原理を
供給したの
は、英知で
ある

32�それは
ちょうど、技
術者の魂へ
活動のため
の諸原理が
技術からや
って来るよう
なものであ
る

34�そして、英
知は一つは魂の
形相の地位を
占め、形態に相
当するが、他は
形態の提供者
で、銅像の制作
者に相当する

35�そして、
彼が与える
すべてのも
のは、彼の
内で存在し
ているので
ある

36�そして、彼
が魂に与えるも
のは真実に近い
ものだが、他方
肉体が受け取る
ものはすでに影
像であり、ミメー
マタ（模造品）な
のである

4
では、なぜ
魂を超えて
昇らねばな
らないのか

なぜ魂を第
一位のもの
として立て
てはいけな
いのか

3�それは、第一に、
ヌース（英知）が魂
とは異なるものであ
り、より優れたもの
であり、そして、より
優れたものが本性
上より先のものであ
るからだ

4�というのも、
人びとが思って
いるように、魂
が成熟した時に
英知を産み出
す、というわけ
ではないのだか
ら

5�なぜなら、可
能的にあるもの
が、それを現実
化へ導く原因が
ないばあいに、
何によって現実
的になりうるだ
ろうか

6�というのも、
偶然にというの
であれば、現実
化しないことも
可能であるだろ
うから

8�だから、こ
う想定しな
ければなら
ないのだ

8�第一位のもの
たちは現実的に
あるもので、何
一つ欠けた所の
ない、完全なも
のである

9�他方、不完全
なものは、かの
ものたちから生
じた後のもので
あり、産み出し
たもの自身によ
って完成せしめ
られるのである

10�あたかも父
親が、最初に不
完全なものとし
て生み出したも
のを完成せしめ
るふうに、であ
る

11�そして、不完全
なものは、それを作
り出した者にとって
当初は素材であり、
その後でこの素材
が形態を受け取る
ことによって完成せ
しめられるのであ
る、と

13�それにまた、も
し魂は受動的なも
のであり、しかるに
非受動的なものが
何か存在していな
ければならないとす
れば

ーーそうで
ないと、時
がたつうち
にすべての
ものが滅び
てしまうこと
になるだろ
うーー

魂の前に何
かが存在し
なければな
らない

15�また、もし魂は
宇宙の内に存在す
るが、他方何かが
宇宙の外に存在し
なければならぬとす
れば、この理由で
も、魂の前に何かが
存在しなげればな
らない

16�なぜなら、宇宙の内に
ある（宇宙に包含されてい
る）ということは、身体と素
材の内にある（それ以外で
はない）ことだとすれば（永
遠のものを何も持たないか
ら）、何ものも同一のものと
してはとどまらないだろうか
ら

17�したがって、
人間やすべての
原理は永遠で
なく、同一のも
のであるのでも
ないことになる
だろう

18�かくして、英
知が魂の前に
存在しなければ
ならないことは、
以上の理由か
ら、またその他
多くの理由か
ら、人はそれを
看取しうるであ
ろう

5
しかし、われ
われはヌー
ス（英知）を

ーーわれわ
れがこの名
称で真実の
（英知）を言
表わそうと
するのであ
ればーー

可能的な英
知として、あ
るいは無知
から英知へ
意向したも
のとして把
握してはな
らないので
あって、

［さもない
と、われわ
れはまたも
や、この英
知の前の別
の英知を求
めることに
なるだろう
から］

現実的に、
そして常に
英知である
ものとして、
それをとら
えねばなら
ない

5�ところで、英知が<観る>とい
う働きを、外からもたらされたも
のとしてではなしに、もっている
とすれば、英知が何かを直知
するばあいには、自分自身から
直知するのであり、何かをもっ
ているとすれば、自分自身から
もっているのである

6 そして、英知が自
己自身から、自己
自身に起因して直
知するのであれば、
それ自身こそが、そ
れが直知するもの
であるだろう

7�なぜなら、もしも
英知の本質と英知
が直知するものと
が異なるのであれ
ば、英知の本質そ
れ自体は直知しな
いものであるだろう

8�そしてこのば
あいにもやはり、
英知は可能的
なものでり、現
実的なものでは
ないことになる
だろう

9�だから、ど
ちらをも他
方から切り
離してはな
らないので
ある

10�しかしわれ
われは、自分た
ちのもとにある
ものから推し量
って、あのもの
たちをも思考上
で切り離す習慣
をもっている

12�では、英知をそ
れが直治するところ
の対象そのものだ
とわれわれが規定
しうるためには、そ
れはどのような働き
を現に行なってお
り、何を直知してい
るのか

13�いやそれは、無
論、英知がオントー
ス（真実）に英知で
ある以上、英知は
諸々の有るものを直
知し、存在せしめる
のである

13�した
がって、
英知が
諸有で
ある

13�なぜなら、英知
はどこかよそにある
諸有を直知するか、
それとも自己の内
にあり、自己自身で
ある諸有を直知す
るか、どちらかであ
ろう

15�だが、
諸有がよそ
にあることは
不可能であ
る

15�なぜな
ら、いったい
どこに（あり
うるだろう
か）

15�したがっ
て、自己自
身を、そし
て自己自身
の内に（直
知するの）
である

16�というの
も、人びと
が思ってい
るように、感
覚対象の内
にではない
のだから

16�なぜな
ら、第一義
的なものと
してのそれ
ぞれのもの
は、感覚さ
れうるもの
ではない

17�なぜなら、感覚対象の
内に、素材の上に見られる
形相は、有るものの映像で
あり、またおよそ何らかのも
のの内にある形相はすべ
て、他者からそのものの内
へやって来るのであり、か
の他者の似姿なのである

20�さらに、「この世界
の作り主」というものも
なければならないとす
れば、この作り主が世
界を作り出す時に、そ
のために、まだ存在し
ていないものの内にあ
るものを直知することは
できまい

22�したがっ
て、かのも
のらは、この
宇宙より前
にあるので
なければな
らない

22�それらは他
者からの印象で
はなくて、それ
らこそが原型で
あり、第一番め
のものであり、
英知の本質な
のである

24�しかし、もし
人びとが、ロゴ
イ（理念）があれ
ば十分だと言う
のであれば、そ
れらの理念が永
遠であることは
明らかである

25�そして、
永遠で、不
受動であれ
ば、それら
は英知の内
にあるので
なければな
らない

26�英知こそそ
のようなもので
あり、ヘクシス
（保持力（ストア
派の用語））と自
然と魂よりも前
にあるものなの
だから

27�なぜな
ら、これらは
可能的なも
のにすぎな
いのだから

27�したがっ
て、英知が
真実に有る
ものたちな
のである

27�英知は
よそにある
ようなもの
を直知する
のではない
のだから

28�なぜな
ら、諸有は
英知の前に
あるのでも、
後にあるの
でもない

28�否、英
知は<有る>
に関するい
わば第一義
的な立法者
である

29�いやむ
しろ、英知
自身が法な
のである

29�してみると、「直知する
と有るとは同じことだ」、ま
た「素材のないものについ
ての知は、そのものと同じ
ものである（アリストテレス
『魂について』III 4,430a3; 
III 7, 431a1-2）」また、
「私は私自身を探求した」

ーーつまり
有るものの
一つとして、
であるーー

また「（知
は）想起」と
いう言は、正
しいわけで
ある

33�なぜなら、いか
なる有も外部には
なく、場所の内にも
存在しないのであっ
て、常にそれ自身
の内にとどまってお
り、変化をも破滅を
も受け付けないの
だから

34�だからこ
そまた、そ
れらは真実
に有るもの
である

34�もしそうでなく
て、それらが生成し
消滅するものである
ならば、有を外来者
として利用している
だけであろうし、そ
れらはもはや有るも
のではなくて、かの
ものこそがそれであ
ろう

37�かくして、感覚され
るものは、（形相に）あ
ずかることによって、そ
れぞれに名づけられて
いるところのものとなる
のであり、その際、下に
横たわる本性（素材）が
形相をよそから得たわ
けである

38�たとえ
ば青銅が彫
刻術から、
木材が木工
術から、とい
うふうに

39�そのばあい、技術は
映像を介してそれらの
内に入って行くだけで
あって、技術それ自身
は素材の外で同一性の
内にとどまっており、真
正の像や寝台を保有し
ているのである

43�そしてこ
のことは、物
体について
も同様であ
る

43�そしてこの
いっさいのもの
は影像にあずか
っているのであ
り、有るものらは
自分たちとは異
なるのであるこ
とを証示してい
るのである

44�これらは変
転するが、あの
ものたちは変転
することなく、そ
れ自身の上に
座していて、場
所を必要としな
い

45�なぜ
なら、大
きさをも
つもの
でない
から

45�また、あ
のものたち
は、英知的
で自足的な
存在を持っ
ている

45�というのも、物体という
本性は他者によって保全さ
れることを求めるのだが、
他方英知は驚嘆すべき本
性によって、自分から落ち
て行くものたちを受け支え
てやりながら、それ自身は
どこにでも座を求めないの
である

6
かくして英
知が諸有で
あるとしよう

1�そして、
英知はいっ
さいを自己
の内に

ーーただし場所
の内に、という
仕方ではなく
て、自己自身を
持ち、自己が諸
有と一つである
という仕方でー
ー

持ってい
るとしよ
う

2�そして、
そこでは「す
べてのもの
が一緒」で、
それにもか
かわらず判
然と区分さ
れているの
である

3�というのは、魂にしても自
己の内に多数の知識を一
緒にして持っているのだ
が、そこでは何一つ混同さ
れることがなく、それぞれ
の知識が必要な時に自己
の仕事を果たすのであっ
て、他の知識をひきずりこ
みはしない

6�またノエーマ
（概念）にしても
それぞれが、や
はり内部に蔵さ
れている多数の
概念の中から混
入するものもな
く活動するので
ある

9�同様に、しかもはるか
に強い程度に、英知は
「すべてが一緒」になっ
ているものであるが、し
かしまた、そのそれぞ
れが独自の力であると
いう意味では、すべて
が一緒ではない

10�そして、全体と
しての英知は、あた
かも類が種を、ある
いは全体が部分を
（包んでいる）ような
ふうに、（すべての
有を）包んでいるの
である

11�また種
子の諸能力
も、今言わ
れているこ
とについて
の比喩を提
供する

12�というのは、一
つの種子全体の内
には、すべてが未分
の状態で含まれて
いて、それらの諸原
理は、いわば一つの
中心点に含まれて
いるかのごとくであ
る

13�それでいてしかも、
その或るものは目の原
理であり、或るものは手
の原理であり、それぞ
れ異なっているのだと
いうことは、（その種子
から）生じたもので感覚
されうるものにおいて認
識されうるのである

16�さてこのよう
に、一方種子内
の諸能力は、そ
れぞれが一つ
の全体的な原
理であって、そ
れぞれがそれ
の内に諸部分を
含んでいる

17�そし
て物体
的な面
では

ーーたとえ
ば、それが
湿っている
限りではー
ー

それは素材をもって
いるのだが、その能
力自体は形相であ
り、一つの全体的な
ものであり、ある種
の魂、つまり生殖的
な魂と同じ原理な
のである

18�そしてこ
の魂は、別
の、もっと高
次の魂の影
像なのであ
る

18�そある
人びと（スト
ア派）は、種
子の内のそ
れを<自然
>と呼んで
いるが

18�そしてこの魂
は、かの所、つまり
それの前のものた
ちのもとから、いわ
ば火から光りが発す
るように飛び出して
来て、電光一閃、素
材に形相を授ける

19�素材を押す
のでも、あの評
判の梃子を使う
わけでもなく
て、原理を分与
することによっ
て

7
他方しかし、理
性的な魂の内
にある諸知識
は、その或るも
のは感覚されう
るものを対象と
していて

ーーただし、これら
を対象とするものを
<知識>と呼ばねば
ならないとすれば、
である。むしろ思い
なしという名称こ
そ、それには適切で
あるがーー

事物よりは
後のもので
あり、これら
の映像であ
るにすぎな
い

4�しかしまた、或る諸知
識は、直知されうるもの
を対象としていて、これ
らこそ真実に知識なの
であるが、これらは英知
から理性的な魂の内へ
やって来るのであり、い
かなる感覚対象をも直
知しない

6�そして、これらは
知識である限りにお
いては、これらが直
治する各対象その
ものであり、直知対
象も直知をも内にも
っているのである

9�なぜ
なら、英
知は内
部で

ーー英知は
まさに第一
位のものた
ちであるの
でーー

常に自己自身ととも
にいて、現実に存在
しており、（諸有を）
もたないから把捉す
るとか、獲得すると
か、手もとにないも
のを逐次追い求め
るというわけではな
く

ーーなぜな
ら、このよう
なことは魂
のこうむる
状態である
ーー

むしろ英知は
「すべてのもの
が一緒であるも
の」であって、自
己自身の内に
立ちどまってい
るのである

13�しかし
英知は、そ
れぞれのも
のを存在せ
しめるため
に直知する
のではない

13�なぜなら、
英知が神を直
治した時に神が
生じたおではな
いし、動きを直
知した時に動き
が生じたのでも
ない

14�だから、「形相は直
知である」と述べること
も、もしそれが、英知が
直知したので、しかじか
の形相が生じたとか、
あるとかという意味で言
われるのであれば、正
しくない

16�なぜな
ら、この直知
より前に、直
知されるも
のがあるに
ちがいない
から

17さもなく
て、どうして
英知がそれ
を直知する
に至るだろ
うか

17�というのも、
無論偶然の出
会いでそういう
ことが起きるの
ではないし、や
みくもに英知が
把捉したわけで
もないのだから

8
そこで、直
知が内在す
るものを対
象とするの
であるなら
ば、その内
在するもの
は形相であ
る

1�そし
てこれ
はイデア
である

3�では、
これは
何なの
か

4�ヌー
ス（英
知）であ
る

4�そし
て、直知
する実
有だ

4�イデアの
それぞれ
が、英知と
別のもので
なくて、それ
ぞれが英知
なのだ

5�そして、
英知全体は
諸形相の全
体であり、
形相のそれ
ぞれは、英
知のそれぞ
れである

5�それはあたかも学問
全体が諸定理の全体
であり、そして各定理は
その学全体の一部分だ
が、場所的に分断され
ているのではなくて、各
部分が全体の内で力を
発揮するのと同様であ
る

7�かくして、
この英知は
自己自身の
内にあるの
だ

8�そして、
安息の内に
自己自身を
持して、永
遠にコロス
（飽満）であ
る

10�だから、仮にも
し英知が有よりも先
のものとして先に考
えられるのであれ
ば、英知は活動し
直知することによっ
て諸有を生み出し、
完成させるのだと言
うべきであろうが、

実際には有を英知よりも先
に考えることが必然なの
で、諸有は直知者の内に横
たわっているのだと、そして
諸有に対する活動と直知
は、すでに存在する火に対
するその火の活動のような
ものだと規定しなければな
らない

14�そうすれ
ば、諸有が
一つである
英知を自分
たち自身の
活動として
もつことにな
るのだから

16�とこ
ろで、有
も活動
である

16�だか
ら両者
の活動
は一つ
である

16�いや
むしろ、
両者が
一つな
のであ
る

17�それゆえ有
と英知とは一つ
の本性であり、
したがってまた
諸有と有の活動
とそのような意
味での英知も

19�そして、このような
意味での直知は有の形
相であり、形態であり、
活動であるが、しかしわ
れわれは分別して考え
るので、或るものが他
のものよりも先に考えら
れるわけである

20�というの
は、分割す
る英知は、
分割されえ
ず分割する
こともない
英知とは別
のものであ
る

21�後
者は有
であり、
いっさい
でもある

9
では、その
一つのヌー
ス（英知）の
内にあるも
のは、どの
ようなもの
であるのか

1�それらを
われわれの
側では分割
して直知す
るわけだが

2�なぜな
ら、安らかに
静止してい
るそれらを

ーーあたかも一
つのものとして
とどまっている
或る知識の内
から、それに内
在するものを順
次観照するよう
にーー

（一つずつ）
取り出すほ
かはないの
だから

4�では、この宇宙はあらゆる生きものを
包括する一個の生きものであり、<有る
>と<このようである>とを他者から得て
おり、そしてこの宇宙がそれによってあ
るところのものは英知に由来するので
あるから、まさに英知の内にこそ全原
型が存在することが、またこの英知は
直知されるコスモス（世界）であること
が、必然である

8�これを、
プラトンは
「真に生きも
のであるも
の」と呼んで
いる

10�というのも、一
方で或る生きもの
の（種子的）原理が
あり、他方でこの種
子的原理を受け取
る素材があるばあい
には、その生きもの
が生まれることは必
然であるが、

同様に、一方で直知す
る万能の本性があっ
て、何ものもこれを妨げ
ることがなく、このもの
と他方の受け取ること
ができるものとの間にい
かなるものも介在しな
いのであるから、

一方が形成
され、他方
が形成する
ことが必然
である

14�そして、
形成された
もののほう
は、形相を
分割された
状態で保有
するが

ーーたとえ
ばここでは
人間を、あ
そこでは太
陽を、という
ふうにーー

他方のもの
（英知）は、
あらゆるも
のを一にお
いて持って
いるのであ
る

10
さてそこで、この感
覚される（世界）の
内に形相としてある
限りのものは、かの
所からやって来るの
だが、そうでないす
べてのものはちがう

2�だから、
自然に反す
るものは、
かの所には
全然存在し
ない

4�それはち
ょうどまた、
技術の内に
は技術に反
するものは
存在せず、
子種の内に
跛性はない
のと同様で
ある

5�というのも、生来
不自由な足は原理
が（素材を）支配し
えなかったことによ
るのだし、偶然の事
故によるものは、形
相がそこなわれた
ゆえなのだから

8�また、時
間の代わり
に（かの所に
は）永遠が
ある

9�そして、場所
はかの所では<
或るものが他の
ものの内にーー
英知的な意味
でーーある>こ
となのである

11�さて、それゆえかの所ではすべ
てのものが一緒にあるので、君が
それらのどれを取り上げようと、そ
のそれぞれが実体であり、直知す
るものであり、生命にあずかるもの
であり、同でもあり、異でもあり、動
きでも静止でもあり、動いているも
のであり、止まっているものであり、
実体でも性質でもある

14�そし
て、すべ
てのも
のが実
体なの
である

15�なぜなら、
有るものが、そ
れぞれ可能的
にではなく現実
的にあるので、
したがって性質
が各実体から分
離されていない
からである

16�では、か
の所には感
覚界にある
ものだけが
あるのか

16�それと
も、もっと多
く、それ以
外のものも
あるのか

17�いや、そ
れよりも先
に、技術品
について考
察すべきだ

17�というの
も、いかなる
劣悪なもの
の（イデアも
かの所に
は）ないの
だから

18�なぜな
ら、ここに見
出される悪
は、欠乏と
欠如と不足
から生じる
のである

19�それは
不運な素材
の、および
素材に自分
を似せたも
ののこうむ
る状態であ
るのだから

11
では技術品
と諸々の技
術は（かの
世界にある
のか）

3�いや、技術の
うちでも模倣的
であるものは、
絵画術や彫像
術、舞踊術と身
振り手振りの術
は、思うにここに
起源をもつので
ある

4�そしてそれらは感
覚されるものを手本
として用い、姿形と
動きを模倣したり、
肉眼に見える均衡
を改変したりするの
だから、かの所へ帰
せられるのは妥当
でないだろう

6�ただし、
それらが人
間の原理に
よって存在
するのであ
れば、別で
ある

8�しかし或る技能が、生きもの
に見られる均衡から出発して、
一般的に生きものの均衡を考
察するに至るばあいには、それ
は直知される世界のすべての
もののもとに見出される均衡を
かの所でも考察し観照している
能力の、一部分であるだろう

10�だからまた、音
楽理論の全体も、
それは、リズムと諧
調へ思念を向ける
のだから、直知され
る数を思念する技
術と同じふうのもの
であるだろう

14�また、感覚されうる技術品
を制作する技術、たとえば建築
術や指物術は、均衡を応用す
る限りでは、その原理をかの所
から、かの所の知見から得るの
であろうが、しかしこれらの技
術は、それらを感覚的なものに
混ぜ合わせるのだから、全体と
しては、かの所にはないだろう

17�ただし、
これらが人
間の内に含
まれるので
あれば、別
である

18�また農作術も、感
覚対象としての栽培植
物を取り扱うのだから、
そして医術も、ここ（の）
健康を考察するのだか
ら、さらにまtらこの強健
さと良好状態を目的と
する技術も、かの所に
はないだろう

20�というのは、か
の所には別種の力
と健康があって、こ
れのおかげで、か
の所のすべての生
きものは微動だにせ
ず、満ち足りている
のであるから

22�また弁
論術や用兵
術、家政術
と王制術は

ーーもしこ
れらの技術
のどれか
が、その実
践を美にあ
ずからしめ
るのであれ
ばーー

その技術がか
の美を観照する
時には、かの所
から、かの所に
ある知識から、
何ほどかのもの
を自己の知識
の内へ運んで
来るのであろう

25�また幾何学は、
直知されるものを対
象としているのだか
ら、かの所へ配置さ
れるべきであり、知
恵（第一哲学）も、
最高の地位にあっ
て有を考察するの
だから同様である

27�さて、技
術と技術の
産物につい
ては、以上
のことを（述
べた）

12
しかし、人間の（イデア）がかの所
にあり、また<理性的なもの>およ
び<技術をもつもの>の（イデア）も
かの所にあり、そして英知の産物
である限りの諸技術（のイデア）も
またかの所にあるのだとしても、し
かし形相は普遍的なものにのみあ
るのだと言わなければならない

3�ソクラテ
スのではな
く、人間の
（イデアがあ
るのだ）

5�しかし人
間につい
て、その具
体的状態も
（かの所に
あるのか）ど
うかを考察
しなければ
ならない

5�だが、異
なる人間に
は、同じで
なくて異な
る状態があ
るのだから、
具体的状態
も、かの所
にあるわけ
だ

7�たとえば、ある人は
低い鼻で、ある人は鉤
鼻だから、一方、低鼻
性と鉤鼻性は人間の形
相の内に存在する差異
とみなされるべきであ
り、これは動物の（種別
の）ちがいのようなもの
である

8�しかし他方、
ある人がある様
態の鉤鼻を、別
の人は別の様
態の鉤鼻をもつ
ということは素
材に起因するの
である

9�また、肌の色
の差異は、その
或るものは原理
の内に含まれる
のだが、他の差
異は、素材と、
土地のちがいと
によるのである

人間の形質
は、かの世界
の、人間の形
相と、人間の
様態の形相
と、置かれた
場所と素材に
起因する

13
しかし、まだ
残っている

1�感覚される領域にあるものだ
けがかの所にあるのか、それと
も人間とは別のものとして人間
自体がかの所にあるように、
（個々の）魂とは異なるものとし
て魂自体（のイデア）が、また英
知とは別に英知自体が、かの
所にあるのかどうかを説明する
ことが

5�最初に言ってお
かねばならないが、
ここにあるすべての
ものが原型の映像
であると、そして魂
も魂自体（のイデ
ア）の映像であると
は信じてはならない
のであって、

なるほど或
る魂は別の
魂と価値が
異なるけれ
ども、ここに
も

−ーしかし、
おそらくここ
に属するも
のとしてで
はなくーー

魂自体
が存在
するの
である

9�そして、それぞれ
の魂が真に魂であ
る限りにおいて、或
る種の正義と節度
もそこにあるはずだ
し、われわれのもと
にある魂の内にも真
実の知（徳や知）が
あるにちがいない

10�これらは、感覚
される領域にあるも
のとして、かの所の
ものたちの映像や
写しであるのではな
くて、かのものたち
と同じものが

−ーただここ
ではちがっ
た仕方でー
ー

存在し
ている
のであ
る

12�というの
も、かのも
のたちはど
こかにある
場所に隔離
されている
わけではな
いのだから

13�したがっ
て、どこであ
ろうと魂が
肉体から上
がったら、そ
こにかのも
のたちは
（見出され
る）

14�なぜなら、
感覚される世界
はただ一個所に
のみ存在してい
るが、直知され
る世界はあらゆ
る所に存在して
いるのだから

15�だから、
このような
魂がここで
もつ限りの
ものは、（最
初から）か
の所にある
のである

15�したがって、もし一方、
「感覚領域にあるもの」とい
うことばが「目に見える領域
にあるもの」という意味に解
されるのであれば、感覚領
域にあるものだけがかの所
にあるのではなくて、もっと
多くのものがあることになる

17�他方もし、それが
「この世界内にあるも
の」という意味で言われ
ており、魂および魂の内
にあるものもそこに含ま
れているのであれば、
かの所にある限りのす
べてのものが、ここにも
あるわけである

14
だから、直知さ
れる領域でいっ
さいのものを包
括している本性
を、これを始原
として立てねば
ならないのだ

2�だが、どう
して（可能
か）

2�真実の始
原は一つの
ものであり、
全く単一で
あるのに、
他方諸有の
内には多が
あるのだか
ら

4�どうして
一つのもの
のほかに
（何かが存
在するの
か）

5�いか
にして多
が（成立
したの
か）

5�また、
どうして
これらが
いっさい
である
のか

5�また、
なぜこ
れらがヌ
ース（英
知）であ
るのか

6�これら
はどこか
ら来た
のか

6�以上の諸
問題は、改
めて最初か
ら論じられ
ねばならな
い

7�次に、腐敗か
ら生じるもの
や、有害な生き
ものに関して、
これらのものの
形相がかの所
にもあるのかど
うか

8�また垢や
泥の形相は
どうか、とい
う問題につ
いては、次
のように言
わねばなら
ない

8�すなわ
ち、ヌース
が第一の者
のもとからも
たらす限り
のものは、
すべて最善
のものであ
る

9�それらの
形相の内に
はこれらの
ものは含ま
れていない
し、英知が
これらから
成り立って
いるわけで
もない

11�むしろ魂
が、或るものを
英知から、他の
ものを素材から
取って来るのだ
が、後者の内に
これらのものが
含まれているわ
けだ

13�しかし、これ
らについては、
いかにして一か
ら多が生じるか
という問題へわ
れわれが帰って
行く際に、もっと
詳細に語られる
であろう

15�次に、でたらめ
に合成されたもの
は、英知によるので
はなくて、それ自身
で集合して出来た
感覚対象なのだか
ら、形相の間には見
出されない、と言わ
ねばならない

17�また腐敗か
ら生じるもの
は、おそらく何
か別のものを魂
が（作ろうとし
て）作りえない
結果（生じる）

17�さもなけ
れば、魂は
何か自然な
ものを作っ
たことであ
ろうから

17�とにかく
魂は、力に
かなうばあ
いには作り
出すのだか
ら

素材を支配し
きれないもの、
でたらめに合
成されたもの、
腐敗から生じ
るもの、が存在
するというの
は、世界魂に
限界があると
いうことか

18�また諸々の
技術について
は、人間にとっ
て本性的なもの
に関する限りの
技術は、人間自
体の内に包含さ
れている、と言
わねばならない数学と哲

学である

20�では、前に
普遍的な別の
魂があり、そし
てこの普遍的な
魂の前に魂自
体、あるいは生
命があるのだろ
うか

22�いやむ
しろ、魂が
生まれる前
に

−そして生
まれるため
にーー

英知の内に
ある時に、
それを魂自
体と呼ぶべ
きなのであ
る


